
 

（第２号様式） 
令和５年３月 29日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立菅高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 17日実施） 

総合評価（３月 24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒一人ひと

りが「確かな学

力」を身に付

け、自ら課題を

発見し解決する

力の育成を図る

とともに、個に

応じた学習機会

の拡大を促す。 

②部活動、生徒

会活動を活性化

させ、生徒の自

主性、主体性を

育む。 

①確かな学力育
成のために、個
に応じた学習指
導により基礎学
力の定着を図
る。「学びなお
し」の視点から
着実な学びを促
進し、生徒が達
成感を感じられ
る授業により学
習意欲の向上を
目指す。 
 
②生徒会行事の
活性化を図り、
引き続き生徒の
主体的な活動を
支援する。部活
動では、生徒の
自主性、主体性
を育み、活動状
況を校内外に発
信して活動を活
性化させる。 
 
 

①習熟度別授業で
個に応じた学習指
導を実施する。 
 
①各種検定等の受
験を奨励し、資格
取得を支援する。 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒主体の行事
に向け的確に指導
助言する。 
 
 
 
②部活動見学体験
を実施する。ま
た、各部の活動状
況や大会情報など
を集約し、校内外
に発信する。 
 

①「生徒による授
業評価」から個に
応じた指導ができ
たか。 
 
①検定等への受験
者は増加したか、
取得率の向上がみ
られたか。 
 
 
 
 
 
②生徒会行事を通
して、生徒の達成
感や充実感を獲得
できたか。 
 
 
②部活動加入率を
向上させたか。 
 

①数学、英語において
習熟度別授業を展開し
個々に応じた指導を実
施した。 
①教育目標を実現でき
る新教育課程の 1 年目
を実施することができ
た。 
 
 
 
 
 
 
②生徒会行事を通し
て、生徒の達成感や充
実感を獲得できた。 
 
 
 
②部活動加入率をほぼ
向上させた。 

①個に応じた指導を継続
し、習熟度別授業等を通
して学力の定着を進める
必要がある。 
①令和 6 年度から募集を
開始するインクルーシブ
教育特別募集の生徒に対
する教育課程の検討を進
める必要がある。 
 
 
 
 
 
②生徒会行事を通して、
生徒が主体的に行動し、
達成感や充実感をより一
層獲得できるよう支援し
ていきたい。 
 
②部活動加入率をさらに
向上させ、生徒の自主
性・主体性を育み活気の
ある学校生活を送らせた
い。 

① 習熟度別の対応など、生徒の多様性 
に配慮した取組の充実は重要である。授
業体制の継続と充実とともに、インクル
ーシブ教育に向けて、多様性に対する生
徒・教員・関係者の中での理解や雰囲気
の醸成等、さらなる展開が期待される。 
① 小集団、習熟度授業の展開で生徒一 
人ひとりが自分のレベルにあった状態で
課題を認識し、講習や補習によって克服
できる取組や機会が得られている。 
① インクルーシブ教育を実質的なもの 
とするため、単に同じ場所で集うだけな
くそこが「共に学び合う」場となるよう
な環境や条件を整えることが重要であ
り、特別募集で入学する生徒の実像を踏
まえた上での検討が必要となる。インク
ルーシブ教育の目標は多岐にわたるが、
具体的な目標設定と対応の経過や成果の
評価を次のプロセスへフィードバックす
ることに重点を置くことが重要である。 
 
② 部活動の加入率など、実質的な変化 
を把握しながら進めていることが重要で
ある。「加入」によって生徒が何を得て
いるのか（成長や達成感など）など、内
容的な評価も今後の視野に入れることを
期待する。 

①個別の課題に
配慮した学習指
導について関係
職員で情報共有
に努め、学習評
価の適正化が図
られた。 
①インクルーシ
ブ教育の推進に
向けて、現状と
課題を整理し
た。 
 
 
②感染防止対策
を講じて体育
祭、文化祭を開
催することがで
きた。 
 
②部活動加入率
の向上に加えて
参加生徒の達成
感や満足度を今
後の評価指標に
取り入れる必要
がある。 

①「指導と評
価の一体化」
を一層推進す
るとともに個
別の学習ニー
ズに配慮した
学習指導を行
う。 
① インクル 
ーシブ教育を
推進し、令和
６年度特別募
集生の受け入
れ準備を進め
ていく。 
② 今年度の 
実施内容を検
証し、次年度
の企画に反映
する。 
② 部活動の 
活動状況をホ
ームページ等
で一層積極的
に発信し、学
校生活の活性
化を図る。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①基本的な生活

習慣の確立を図

り、モラル・マ

ナー・ルールを

守る自律した生

徒の育成を図

る。 

②生徒一人ひと

りの課題に対応

した支援体制の

充実を図る。 

 

①規範意識の醸
成を図り社会性
を育む。  
 
①開発的生徒指
導を展開し、判
断力、行動力、
課題解決力を育
成する。  
 
 
②きめ細やかな
生徒把握に努
め、いじめや問
題行動の未然防
止を図る。  
 
②SC,SSW と 連
携し自己理解を
深める教育相談
体制の整備を図
る。 
 
 
 

①教職員間の生徒
情報共有を密に
し、生徒への積極
的な働きかけを行
うことで生徒の自
律性を促す。  
 
 
 
 
 
②SC、SSW や教育
相談コーディネー
ターの役割を明確
にするとともに連
携を深め、生徒一
人ひとりの状況に
応じ、ケース会議
を開くなど組織的
な支援を行う。 

①特別指導、学年
指導、近隣苦情件
数が減少したか。  
 
①生徒の自己理解
を深めさせ、社会
性の向上が図られ
たか。  
  
 
 
②SC、SSW との定
期的なﾐｰﾃｨﾝｸﾞや
ケース会議が実施
できたか。また、
迅速対応できたか 

①職員間での生徒情報
を共有することができ
た。 
①特別指導件数、近隣
からの通報件数が前年
度とほぼ同数であっ
た。 
 
①事案発生時は関係職
員が連携して対応自己
理解を深め、一人ひと
りの生徒の社会性の向
上を図った。 
 
 
②SC,SSW と連携し、生
徒の個別の問題事項に
対してきめ細やかな支
援をすることができ
た。 
②いじめ案件に対して
は迅速に対策チームを
作り対応することがで
きた。 

①特別指導件数、近隣か
らの通報件数が減少する
よう未然防止のための方
策を検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
②SC、SSW の個別対応事
案が増加傾向にあるた
め、職員間での情報共有
を図るとともに各事例を
整理して分析する必要が
ある。 
②いじめを認知する前に
生徒の普段の状況を把握
して、いじめを未然に防
止するように学年会等で
日常的に生徒情報を共有
していく。 

① 通報件数の把握などにより取組の評 
価をしていること自体がとても重要であ
る。また、関係職員の連携等柔軟な対応
を可能にする体制を継続できるとよい。 
① コロナ禍で思春期を過ごしため、心 
が疲弊している生徒も多いと思う。教職
員が生徒一人ひとりに今まで以上に目を
向け、変化に気づき、その情報を教職員
で共有することはとても大事なことであ
る。 
 
②SC,SSW の対応事案が増加しているの
は、学校が多様な背景の生徒ニーズをく
み取って対応する窓口が機能しているこ
との証左である。今後も継続と充実が期
待される。 
 
② インターネット、SNSの普及により生 
徒間の関係性や校外での活動が分かりに
くい状況で生徒にとって健全な環境づく
りが課題である。 

①登下校時のル
ールやマナーに
関する指導は今
後も継続して取
組むべき課題で
ある。 
 
 
 
 
 
②生徒指導事案
や教育相談事案
に対して、的確
な初動対応によ
り未然防止が図
られた。 
②ソーシャルメ
ディアポリシー
の醸成は今後も
引き続き取り組
むべき課題であ
る。 

①公下校時や
自転車利用に
関するマナー
については継
続的に声掛け
を 行 っ て い
く。 
 
 
 
 
②個別事案を
検証し、未然
防止策を検討
する。 
 
 
②SNS トラブ
ルの防止に向
けて適切な表
現力、発信力
の 育 成 を 図
る。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 17日実施） 

総合評価（３月 24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひと
りの自己実現と
社会的・職業的
自立を支援する
進路指導の充実
を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①進路実現に向
けて、適切に進
路情報を提供
し、生徒一人ひ
とりに寄り添っ
た進路指導を図
る。 

①適切な進路選択
ため「総合的な探
究の時間」を活用
して長期的計画を
立てる。 
①キャリアパスポ
ートを活用し、持
続的な職業観を育
成する。 
①職業人インタビ
ューを実施し「社
会と情報」と連携
しソーシャルスキ
ルやプレゼンテー
ション能力を育成
する。 
①行事等を通した
個人の成長をポー
トフォリオに記録
させる。 

①計画的な進路指
導により生徒のキ
ャリア形成に変容
が見られたか。 
①生徒が自己の進
路実現に向けて、
情報を収集、整理
し主体的に取り組
んだか。 
①キャリアパスポ
ートを活用できた
か。 
①生徒一人ひとり
のソーシャルスキ
ルや社会人基礎力
の育成を支援でき
たか。 
①ポートフォリオ
に記録を残せた
か。 

①年間計画に従って
「総合的な探究の時
間」を進めてきた。ま
た、「進路の手引き」
や「菅ナビ」を用いて
定期的にポートフォリ
オを記録させ、一人ひ
とりの成長を振り返ら
せた。 
①オープンキャンパス
だけではなく、Web 模
擬授業、公式 SNS 等の
オンラインを活用した
情報活用を積極的に行
った。 
 

①大学入試日程の実態に
沿った推薦会議や進路面
談等を行うよう計画する
ため、来年度の年間行事
再検討していく。 
 
①紙ベースでポートフォ
リオを記録させている
が、今後、ポートフォリ
オをオンラインで実施
し、学年を超えて引き継
げるようにする。 

① 生徒一人ひとりに対して社会的、職 
業的に自立し自己実現に向けて適切な支
援がなされている。また自己実現の達成
のために多種多様なツールが活用されて
いる。生徒達には、新聞やニュース等か
ら情報を得てグローバルな観点で自分の
考えをアウトプットできるようになって
ほしい。 
① 進学、就職いずれにせよ、生徒の個 
性に応じたより良い選択がされるよう生
徒に寄り添った指導が一層強化されるこ
とを期待する。 
①「ポートフォリオ」は個人の学びや自
己実現に一貫性を持たせる有効な取組で
ある。一方で、実効性のある運用には難
しさもあるとも思われる。利用する生徒
側からも「使い心地」についてフィード
バックを受けつつ、さらなる拡充を期待
する。 

①生徒の進路 
希望に応じた選
択がなされるよ
う、より一層個
に寄り添った指
導を行う必要が
ある。 
 
①ポートフォリ
オは有効に活用
できたが、紙ベ
ースであること
に課題がある。 

①進路情報を
わかりやすく
整理して生徒
に示し生徒自
身の選択する
能力を養う。 
 
 
①ポートフォ
リオの活用に
より自身の取
組と成長の振
返りを支援す
る。BYOD 端末
の活用でポー
トフォリオを
オンライン化
する取組を推
進する。 

４ 地域等との協働 

地域・保護者等
との連携・協同
を推進し、信頼
される学校づく
りに取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①生徒の活動や
教育活動を積極
的に家庭や地域
に発信し、信頼
される学校づく
りを推進する。 
 
 
②ボランティア
活動を通して近
隣地域の方との
交流を深め、地
域貢献に努め
る。 

①学校説明会や本
校ホームページを
充実させ、地域や
保護者に向けて教
育活動を積極的に
発信する。 
 
②近隣地区の清掃
活動や隣接する社
会福祉施設のボラ
ンティア活動等に
積極的に参加させ
る。 
 

①本校の魅力、特
色を効果的に広報
できたか。 
 
 
 
 
 
②近隣の方との交
流を通して、地域
に貢献することが
できたか。 

①学校説明会は生徒会
役員と協働し、中学
生・保護者に向けて本
校の魅力や特色を効果
的に伝えることができ
た。本校ホームページ
も行事や部活動を中心
に更新頻度を上げるこ
とで積極的に本校の教
育活動を継続して発信
した。 
②コロナ禍で中断され
ていた地域貢献活動と
して、遊歩道ボランテ
ィア団体と協働し、近
隣地区の清掃活動を行
った。 

①学校説明会で使用する
PR 動画を生徒会Ｇと連
携し、より魅力的なもの
に更新する。 
 
②インクルーシブ教育の
導入を見据え、社会福祉
団体との交流も含めたボ
ランティア活動を企画す
る。 
 
②地域交流やボランティ
ア活動のノウハウは、関
係グループや PTA 委員会
で情報共有を継続し、さ
らに地域貢献の機会を増
やしていく。 

① 学校のＰＲや発信を、生徒会と共同 
しているのは画期的である。 
②福祉やインクルーシブ教育の在り方に
ついては、そもそも「障害」をどのよう
に考えるかなど抜本的な議論と教育が必
要となる。様々な企画の継続と充実が望
まれる。 
② コロナ禍で難しかった地域との連携 
が徐々に回復する中、地域連携や近隣小
中学校との交流がインクル―シブ教育推
進につながることを期待する。 
② コロナの影響で校外活動は限定的 
であったが、今後は学校・保護者・生
徒・地域がもっと密接に交流を深めるた
めに HP や学校説明会、ボランティア活用
の拡充等が必要である。 
③ インクルーシブ教育推進のため、地 
域の範囲を広げて協力団体を求めること
も必要になる。 

①学校ホームペ
ージを計画的、
効果的に更新
し、生徒の活躍
する様子を発信
することができ
た。 
 
 
②ボランティア
活動への参加が
生徒の貴重な体
験となることを
再認識できた。 

① 生徒がコ 
ンテンツの作
成を行い、中
学生やその保
護者が本校に
ついて知りた
い情報を発信
する。 
 
②ボランティ
ア参加を奨励
し、生徒が活
躍する機会の
拡充を図る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①事故・不祥事

防止対策の徹底

を図る。 

 

②働き方改革、
及びＩＣＴ機器
利活用等の教育
環境の整備を推
進し、円滑で効
率的な学校運営
に取り組む 
 
 
 
 
 

①業務効率の改
善と事故防止を
一体として、業
務改善を推進す
る。 
 
②授業を含めた
ICT 機器活用に
関する研修会を
実施し、教育活
動や学校運営の
情報化を推進す
る。 
②私費会計処理
を計画的かつ適
正に行う。 
 

①教務内規、成績
処理マニュアル等
を改善し、着実な
業務遂行に努め
る。 
 
②ICT 機器活用に
関する研修会を複
数回実施する。 
 
 
 
 
②財務事務調査指
導結果により職員
間で課題を共有し
業務改善する。 

①入選業務や成績
処理で効率化を進
め、無事故を達成
できたか。 
 
 
②教育の情報化推
進により、教育活
動や学校運営の効
率化が図られた
か。 
 
 
②適正な収支管理
と業務の効率化の
両立が図られた
か。 

①成績処理マニュアル
や教務内規の改定を行
い業務の効率化や事故
防止体制の実現を進め
ることができた。 
 
②ICT 機器を活用した
授業見学、公開研究授
業を行い、授業改善に
向けた研修を実施し
た。 
 
 
②業務効率の向上によ
り関係職員の負担軽
減、点検・監査業務の
効率化がみられた。 

①成績処理や入選業務に
おいて予定通り処理し、
無事故を達成できるよう
に引き続き努力を続ける
必要がある。 
 
②教職員間の活用スキル
の格差解消のため、ICT
サポートチームを発足す
る。 
 
 
 
②収支計画により早期の
予算執行に努め、より生
徒活動へ還元できるよう
執行体制を整える。 

① 教職員の業務負担の軽減は、何より 
も優先されてよい。教員側の問題だけで
はなく、生徒や保護者にも理解を求め、
教職員の業務負担の軽減や適正化を期待
する。 
 
②教職員の事務負担の軽減や働き方改革
の推進、ICT 機器の活用により学習環境
の整備・情報化の推進により学校運営が
効率化し円滑に行われている。 
 
 
 
②徴収された私費会計について適正に収
支管理がなされ、生徒活動や教育環境の
整備の充実に活かされている。 

① 成績処理、 
入学者選抜業務
において、事前
の作業手順の確
認を徹底したこ
とにより業務の
効率化と事故防
止が図られた。 
 
 
 
②業務アシスタ
ントの業務補助
により職員の負
担軽減が図られ
た。 
②適正に収支管
理されたが、支
払いの遅滞が一
部にみられた。 

①業務改善と
事故防止を一
体としてとら
え着実な業務
遂行を行う。 
① 教育の情 
報化を一層推
進し、学習活
動の効率化と
業務改善を図
る。 
②執行計画を
作成し、予算
執行の適正化
を図る。 



 

 


